
中一区１８７号線地域活性化プロジェクト　【袋町地区】

～楽しく安心して周遊できる魅力ある通りを目指して～

地区の状況

■本通りから平和大通りを南北に貫く道路「中一区187号線」は、街灯が少なく暗いイ
メージの裏路地で、夜間の違法駐輪が常態化していた。また、道路に面した「NTT袋町ビ
ル」は約90ｍの無骨なフェンスで覆われ、通りのまち並みを閉ざしており、地区住民や商
店から、界隈の拠点となり得るビルの効果的な活用を求める声が上がっていた。
■この通りを楽しく、安心して歩いて周遊できる通りにしようと、令和2年4月、地区住民
と近隣商店、NPO法人が協力し「中一区187号線活性化委員会」を発足。

取組内容

　

NTT袋町ビル壁面リニューアル
令和2年12月、にぎわいづくりの第一歩としてNTT袋町
ビルの壁面を、広島のまちや自然、四季がカラフルに
表現されたアートな壁面「ふくろまちWall Park」へ
とリニューアル。スマートフォンをかざすとAR体験が
楽しめ、夜間はライトアップすることで、安心して
通行できる明るい雰囲気に。

通りの清掃活動
委員会メンバーが集まり、2か月に1回、清掃活動を実施。ペットボトルや吸い殻などのご
みを拾うほか、排水溝の詰まりや放置自転車など道路状況の把握もしている。参加者のな
かには、「こんな街中なのに、意外と雑草が生えているんだ！」「自分の仕事場の周りを
再確認する良い機会になった」という声も。
お揃いのTシャツを着て活動することで、近隣の方からは「ありがとう」との声をもら
い、活動を知ってもらう良い機会にもなっている。

記念イベントの開催
令和3年12月、壁面リニューアル1周年を記念したイベントを開催。続けて、令和4年12月
にも2周年を記念したイベントを実施した。周辺店舗の景品が当たる抽選会や、テイクア
ウト可能なキッチンカーによる食事や飲物の提供のほか、「187号線から発信する広島の
未来に向けてのメッセージ」として、参加者が考えた一文字をアート作品にするワーク
ショップを開催。大人や子ども、幅広い世代が楽しめるイベントとなった。

活動による効
果

●ビル壁面のリニューアルによって通りが明るく綺麗な印象となり、インスタ映えスポッ
トとして若者や観光客など新たな人の流れも生まれた。
●夜間ライトアップや清掃活動等により、通りの美化だけでなく、これまで課題であった
放置自転車や違法駐車が減少し、治安悪化の抑制につながっている。
●周年イベントの企画・開催を通じて、地区住民や近隣商店同士の連携が深まり、通りの
イメージ向上やにぎわいが生まれて地区の活性化につながっている。
●地区住民、近隣商店・企業、NPO法人が主体となり、活性化に向けた課題解決の相談な
ど適宜行政も一緒に活動することで「協働のまちづくり」が実践できている。

行政の支援
プロジェクトの立ち上げや活動について適宜助言を行うほか、イベントの周知や、イベント開催に
あたっての道路使用等について協力している。

【参加団体】地区住民、近隣商店、NPO法人　など

▲通りの清掃活動を通じて、メンバー同士の絆も

深まります。通りを歩いてみると予想以上のごみ

があり、袋いっぱいに集まりました。

▲記念イベント当日

は、アート作品やポ

ン菓子体験など、たく

さんの子どもたちの

楽しそうな笑顔が見

られました！


